
【令和４年 第８回大山町教育委員会 議事録】  

 

日時     ：令和４年６月２８日（火）午後１時３０分～ 

場所     ：名和公民館 第１会議室 

出席委員   ：向陽寛孝、池嶋順子、山洋美 

欠席委員   ：なし 

教育長    ：鷲見寛幸 

その他の出席者：教育次長（前田）、幼児･学校教育課長（田中）、社会教育課長（徳永）、 

       ：学校教育室長（浦木）、 

参観人    ：１人 

 

日   程 

１． 開会宣言 

 

教育長 

ただいまから第８回大山町教育委員会を開会します。日程については、配布資料のとお

りです。 

 

２．議事日程の報告 

 

教育長 

会議時間については、午後１時３０分から終了目標を午後３時００分とします。 

 

日程第１ 

会議時間の決定 

 

自 午後１時３０分      至 午後３時００分 

 

日程第２ 

教育長報告並びに連絡事項 

６月１日～６月２８日までの報告事項、今後の予定について説明（下記は主な内容） 

 

教育長 

各小学校の修学旅行が無事に進められ、暑い中ですが修学旅行に元気にいっております。 

 

６月９日に、ＮＨＫメディアリテラシーの授業が中山小学校でありました。中国５県の



小学校をリモートで繋いで小学生達がメディアについて意見交換し、正しい情報の選び

方を学習する取り組みでした。中山小学校が鳥取県代表で参加しました。 

 

６月１０日、オンライン英会話プロポーザル審査委員会が行われました。 

 

６月１１日、西伯郡郡民スポーツ大会陸上競技の部が行われました。今年度はコロナの

関係で郡内の小学生は参加しませんでした。 

 

６月１３日、名和さくらの丘保育園の年長児と職員に草花研修を行いました。 

 

６月１５日、１６日が議会一般質問でした。大杖議員より、「スポーツ振興で健康で元

気な町について」の質問の中の、「スポーツ行政を町長部局に移管するのはどうか」と

いう質問には、スポーツのみを町長部局に移管するのではなく、各課と横断的に、情報

共有を行い、連携した生涯学習・生涯スポーツ振興を図ることが重要とお答えしました。

池田議員から、「スクールバス運行について」の質問の中の、「運行経路は毎年どのよう

にして決められ、またどのようなメンバーから意見が出されて決められているのか」の

質問については、運行経路を教育委員会事務局が最終的に決定します。運行経路の変更

は基本的には行いませんが、乗車する児童生徒がいなくなるバス停などがある場合や、

定員の関係でバス停ごと別のバスに振り替える場合には変更しています。各バス停にお

いては、児童生徒が小中学校の９年間を通じて利用することが多いため、運行経路の変

更が必要となるケースがほとんど生じていないのが現状であるとお答えしました。「急

遽バスが来ない時、急遽バスが利用できない時など連絡手段について」の質問には、学

校に依頼し、まちこみメールや電話連絡を行っていますが、時間帯によっては、それら

の連絡手段がうまく機能しないケースもあり、学校の教職員や教育委員会事務局職員が

現地に向かい対応するケースもあるとお答えしました。「保護者からの安全点検による

危険個所チェックは運行経路・バス降車後の経路に反映されているのか」の質問には、 

保護者などからの危険個所の報告は、徒歩や自転車通学にかかる報告がほとんどであり、

運行経路に対する報告はあまりありません。例えば、基本的にスクールバスは大きな道

路を走行するようにしており、道が狭く危険などの報告はありません。自宅からバス停

までや、バス停付近の危険個所については、集落からの要望や保護者などからの報告を

受け、現地を確認するなど必要に応じ対応しているとお答えしました。門脇議員から、

「学習指導要領に示されている「生きる力」の学習について」の質問の中の、「自立心

ともいうべき「自ら考え、主体的に判断し、行動」する能力を育成するために、学校現

場ではどのような取り組みがされているのか」の質問には、自ら考え、主体的に判断し、

行動する力を身につけるためには、教科学習のほか、人権教育、キャリア教育、健康・

安全教育、福祉・国際理解・情報教育などの基盤が必要です。また、委員会活動や部活



動なども重要な要素となります。各学校においては、それぞれの教育分野毎に年間指導

計画を立て、取り組んでいますとお答えしました。また、「体験学習はどのように行わ

れているのか」の質問には、日々の授業が一番の体験であると考えますが、委員会活動

や生徒会活動、部活動、学校行事なども重要な体験の場であると考えますと答えました。

近藤議員より「芝の生産振興について町内の小中学校のグラウンドを今後芝生化してい

くにあたって、町内産芝を活用していく考えについて」の質問には、小中学校グラウン

ドの芝生化については、町内産の芝生を活用して整備していく予定であると答えました。

岡田議員から「小・中学校教育の向上は」の質問の中の「少人数学級を進めるメリット・

デメリットは」という質問には、メリットは、きめ細やかな指導や支援ができ学力向上

に期待できることや、生徒指導上の諸問題の未然防止ができる。デメリットは教員不足

ですが、県教育委員会と連携しながら取り組んでいくと答えました。 

 

６月１７日、２０日、２２日、２３日、２８日と学校訪問が続きました。 

 

教育長 

ご質問、ご意見等ありましたらお願いします。 

 

全委員 

特になし。 

 

 

日程第３  

議案第１号 大山町立学校における学校運営協議会委員の任命について 

 

教育長 

事務局より説明をお願いします。 

 

幼児・学校教育課長 

新たに１名を追加したいという事で候補があがってまいりました。発令年月日が令和４

年６月１日、任期は２年になりますが令和６年３月までとなります。 

 

教育長 

ご質問、ご意見がありましたらお願いします。 

 

全委員 

了承。 



 

 

日程第４  

議案第２号 大山町民の社会体育活動及び文化交流事業に係る全国大会等参加派遣費

補助金交付要綱の一部を改正する要綱について 

 

教育長 

事務局より説明をお願いします。 

 

社会教育課長 

大山町民の社会体育活動及び文化交流事業に係る全国大会等参加派遣費補助金交付要

綱の一部を改正する要綱について説明をさせていただきます。この要綱につきましては

５月の教育委員会で上程させていただきました。この度の提出議案の内容については、

先月議決していただいた後に報告があった案件ですが、町内の学校に通学している生徒

が町外の少林寺拳法の団体で個人優勝し全国大会に出場することになりました。それに

伴いまして、第３条（１）に、小・中学生にあたっては、町外の団体に所属する場合及

び地区予選会等の順位に関わらず鳥取県代表になった場合も含む内容を追加したいと

思います。審議をよろしくお願いします。 

 

教育長 

ご意見、ご質問があればお願いします。 

 

委員 

今後もずっと補助金対象になりますか？ 

 

社会教育課長 

はい。今後も、いろいろなケースが出てくるかと思いますが、その都度、内部協議をし

て補助金交付について考えていきたいと思います。 

 

教育長 

その他、よろしいでしょうか。 

 

全委員 

了承。 

 

 



日程第５  

議案第３号 大山町立中学校部活動指導員任用規則の制定について 

 

教育長 

事務局より説明をお願いします。 

 

幼児・学校教育課長 

大山町立中学校部活動指導員任用規則の制定について、趣旨として第１条に中学校の部

活動における質的向上と教員の負担軽減を図るため、中学校部活動指導員の任命に関し

て、必要な事項を定めるものです。第２条、身分につきましては地方公務員適用という

ことで、会計年度任用職員のパートタイムの任用とします。第４条、勤務形態について

は、週の勤務日数は５日以内とし、１日の勤務時間は、校長が別に定める。必要に応じ

て週休日の勤務も行うこととします。第５条、職務について（１）～（７）号に揚げて

います。（２）号に、校長は、指導員に部活動の顧問を命じることができます。また、

教諭等の顧問を置かず指導員のみを顧問とする場合は、当該部活動を担当する教諭等を

指定し、前項第４号から第６号までに定める職務を該当教諭等に命じなければならない

としています。服務につきましては、関係法令、条例、規則に従うこと、部活動の方針

に遵守することとします。第７条、解職について、いずれかに該当する場合は解職する

ことができるとしています。第８条、報酬及び費用弁償につきましては、大山町会計年

度任用職員の給料及び費用弁償に関する条例の定めるところによるものとしています。

第９条、公務災害補償につきましては、労災保険に加入するものとします。この規則は

７月１日から施行するものとします。 

 

教育長 

ご意見、ご質問があればお願いします。 

 

委員 

どの部活で何名おられますか。 

 

幼児・学校教育課長 

名和中学校のダンス部で１名です。 

 

教育長 

国は、来年度より中学校の部活動を地域に移行していく方針を出しています。中学校教

職員の一番負担となっているのが部活動顧問の問題です。部活動をやりたい教職員も沢

山いますが、中には負担感を持っている教職員もいます。今回の件は名和中のダンス部



ということで、地域移行のひとつのモデルになればと思います。 

 

委員 

とても良いことだと思います。技術だけを教えてもらうのではなく、中学生なので、教

育上ここはしっかり果たしていただきたいといった話し合いはしていただけると思い

ますが、その辺りが上手くいって今回の件がひとつのモデルになればいいと思います。

中山中の吹奏楽を地域の方が手伝っていただける話は進んでいますか。 

 

次長 

中山中の吹奏楽部は部活動指導員ではなくて、一人の方の呼びかけで、複数の方が吹奏

楽部に手伝いに来られるという形です。 

 

委員 

名和中のダンス部とは別のやり方ですね。 

 

次長 

そうです。 

 

委員 

部活動指導員の採用には面接がありますか。 

 

次長 

基本的には大山町の会計年度任用職員なので面接はあります。 

 

教育長 

よろしいでしょうか。 

 

全委員 

了承。 

 

※ここから非公開 

 

３．その他 

 

 

４．次回の開催日程 



令和４年７月２５日  午後１時３０分～ 

 

 

５．閉会宣言 

午後２時４０分 

 

 

 


